
（別紙３）

～ 令和  ７年  1月  31日

（対象者数） 31 （回答者数） 13

～ 令和  ７年　２月  14日

（対象者数） 6 （回答者数）
6

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1
現在の体制を維持しながら、情報共有の機会を設ける事で事

業所内での周知漏れがないようにする。

2

・引き続き広く公平に意見を聞きながら、円滑なコミュニ

ケーションを維持していく。　　　　　　　　　　　　　・

業務外での交流（食事会など）も企画し、より良い関係性を

構築していく。

3
・現在の療育レベルを維持しながら、事業所内外で研修や勉

強会に積極的に計画・参加し新しい知識の習得を目指す。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1
・整理整頓を心がけ、出来るだけ有用なスペースを確保でき

るようにする。

2

3

○事業所名 ハッピーテラス潮平教室

○保護者評価実施期間
令和  ７年　１月  8日

○保護者評価有効回答数

令和  ７年　２月　１日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
令和  ７年　２月　14日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

規定のスペースは確保できているが、もう少しスペースが広く

取れれば尚良い。

・既存のトイレに加え、もう１か所トイレを増設した分（男女

共用ではなく、男女別にしたかった為）多少狭くなってしまっ

た。

事業所内での役割分担が明確に出来ており、それぞれが独立性

を持ちながらも、必要な部分では他職員と協力しながら業務を

進めることができる。

・業務分担を明確にし、それぞれの分野に特化した職員を

配置している。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・そ

れぞれが割り当てられた業務に責任を持ちイニシアティブを

持って行動しているが、職員全体での情報交換も積極的に行う

ように意識している。

職員同士のコミュニケーションが円滑に出来ており、よい雰囲

気で業務にあたる事が出来ている。

・職員が気兼ねせず自分の意見を伝えやすいような雰囲気づく

りを普段から意識している。　　　　　　　　　　　・ミー

ティング時には、一方向からの意見ではなく、全員から意見を

聞くことを意識している。

自立に向けた実践的な療育プログラムが年間を通して計画的に

組まれており、質の高い療育を提供できている。

・毎日、来所する子どもの年齢や特性に合わせた教材のアレン

ジをすることで、ピンポイントで必要な療育を提供できる。

・地域特性や独自の文化も合わせて教えられるよう、季節や地

域に合わせた行事食の提供をしている。

事業所における自己評価総括表公表


